
気象衛星情報を活用した
太陽光発電シミュレーション・検証サービス

アリョール株式会社
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1. お客様から信頼される太陽光発電販売のために

補助金復活、固定買取制度導入、新規参入増加などでますます太陽光発電市場
の競争が激化する中、お客様をどうやって獲得していくかお悩みのことと思います。

また納入後のトラブルに気付きにくく、悪化した状態になってから後手の対応になり
がちで、販売・施工のご担当者様のご負担が増えていらっしゃるのではないでしょう
か。

一方、購買者の方は、昨今の関心の高まり、情報量の増加により、選択眼が磨かれ、
能動的に太陽光発電導入を検討される方が増えています。

Solar-Meshは、今までにはない新しい発想で作られた発電量シミュレーション、日
射量情報サービスです。

Solar-Meshをお使いの事業者様からは、
「お客様とのコミュニケーションが増え、信頼関係が深まり、継続的なお付き合いが
できるようになった」
との喜びの声が上がっております。また効率的に定期点検を行えるため、トラブルを
早期発見し、軽微なうちに対応することができ、長期間に渡って顧客満足度を上げ
ることができます。
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2. 太陽光発電のPDCAサイクル

Plan

Do

Check

Action

Solar-Meshは PlanとCheck をお手伝いします！
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3-1. 太陽光発電販売のコミュニケーションツールとして

太陽光発電エンドユーザ様の声 Solar-Meshご利用の事業者の声

売り手の買い手の信頼関係構築

太陽光発電の健全な普及

�高いお金を払ってどれくらい発電するんだろう？

�業者の言うことって信用できるの？

�思ったより発電しないんじゃ？

�太陽光発電の競争激化・・・

�効率良く見積依頼に対応したい・・・

�お客様の信頼をどうやって得るか・・・？

�正確なシミュレーションで説得力のある セー
ルス！

�信頼性の高い情報をお客様に提供！

�ユーザを囲い込み、長期のビジネス展開！

�納得感を持って購入できる！

�将来の計画に安心！
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太陽光発電の価値 ＝ 年間発電量 × 寿命(耐用年数) ＋ 付加価値

生涯発電量

どれくらい電気料金を節約できるの？
売電で利益がどれくらい得られるの？
いつ元が取れるの？

メンテナンスフリーって本当？
アフターケアは大丈夫？
安心して20年以上も使い続けられるの？

正確な発電量をシミュレーションして
ユーザに情報開示

トラブルの実情を踏まえて、長く
使い続けるためのアフターケアを提案

| 環境論やスペックだけではなく、ユーザにとっての価値を説明しなければいけない。

| 消費財ではなく、生産財。消費欲に訴えるものではない。

| 先行投資なので、費用対効果を見積もらないといけない。

3-2. ユーザにとっての太陽光発電のインセンティブとは？
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| 情報の非対称性

| 正確とはいえないシミュレーションで発電量水増し？

| 費用対効果が不明瞭

| kWの議論からkWhの議論へ

| メンテナンスフリーという嘘

| 一般論ではなく、お客様にとっての個別論への落とし込む必要が
ある

3-3. 太陽光発電販売のコミュニケーション課題
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4-1. PLAN 一歩進んだ太陽光発電販売のために
～ 気象条件を加味したシミュレーション ～

影、温度上昇による損失、
配線、汚れなど

パワコン効率太陽電池変換効率太陽光 雲の量

入力 出力

太陽光のエネルギーは莫大だが、様々な要因でエネルギー損失があり、
取り出せるのはほんの一部。
シミュレーションで定量化が一番難しいのは雲の量、すなわち天気の影響。

晴れなら100％近い
曇りなら30～50％程度
雨なら10％程度
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4-2. PLAN 雲をつかむエリアマーケティングで潜在顧客を発掘

気象衛星ひまわり画像(気象衛星センター提供) 独自技術で解析した日射量マップ

日射量の多い地域が一目でわかり、
太陽光発電に適していることをお客様
にアピールすることができます。

そこに住んでいるということが大きな
リソースとして活用できるポテンシャル
を持っていることになり、潜在顧客に
気付かせることによって、太陽光発電
の購買欲を高めます。 8



4-3. PLAN 「あなたのための」シミュレーション

独自技術で解析した日射量マップ
5km四方のピンポイントで日射量を特定

| お客様が住まれている近辺での日射量の状況がわかり、独自のシミュレーション
をご提供できます。

| お客様のご自宅に日射計を設置して数年間観測したのと同等の効果が一瞬で
得られます。

| 他社販売店とは差別化された情報を利用できます。

| 韓国、台湾、中国東部などアジア各地もカバーしています。
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10

年間の発電量の変化
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発電量の経年変化
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月間の発電量の変化
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1日の発電量の変化



4-4. PLAN コミュニケーションのためのシミュレーション

STEP1
•最初の訪問では、まず住所からシミュレーション

STEP2
•お客様の家の屋根の向き、傾きをシミュレーションに反映させてさらに正確に

STEP3
•お客様の家族構成、ライフスタイルから、使用電力量を推定してシミュレーションに
反映

STEP4
•お客様の過去1年間の実際の電気使用量をお聞きして、詳細にシミュレーション

御社 お客様

より正確なシミュレーションとしてフィードバック

コミュニケーション形成

| シミュレーションの精度向上を理由に、訪問回数を増やせます。

| 単純接触効果でお客様から好意を抱かれます。

| お客様に特化したシミュレーションを提供することで安心していただけます。

| お客様にとって御社がなじみの会社になり、囲い込みに繋がります。

訪問回数を重ねる毎に信頼ができて
プライバシーに関わる情報までも得る機会が増える
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5-1. CHECK 太陽光発電導入後のトラブル増加

出典：日経ビジネス 2009年7月13日号

多くの太陽電池パネルの不具合が放置状態

点検制度が整備されていない

不具合発見には特殊な装置が必要、
屋根に上って確認するのは危険が伴う

発電量が下がっていても、「天気のせ
い」と片づけてしまう
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5-2. CHECK 太陽光発電の点検

太陽光発電の価値 ＝ 年間発電量 × 寿命(耐用年数) ＋ 付加価値

生涯発電量

太陽光発電はメンテナンスフリー

・製造不良
・設計ミス
・施工不良
・天災
・経年劣化
など様々な原因で不具合が起こり得る。
不具合に気付かないまま放置され、発電ロスや火
災などの危険性に繋がることも。

売って終わりではなく、アフターケアも行うことによって、お客様との
信頼関係を長期に渡って保つことができます。
定期点検は労力、コストがかかると思われがちですが、Solar-Meshによって容易にで
きるよう解決します。

| 施工後も定期点検をし、正常に発電しているかどうかチェック

| トラブルを早期発見

| 発電ロスや火災などの予防

| 太陽光発電の寿命を延ばし、価値を増大
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5-3. CHECK 気象情報を活用した、定期点検サービス

不具合の早期発見

•気象衛星ひまわりからピンポイント
で推定された発電量と、実際の発
電量をユーザ自身で比較が可能。
大きな乖離があった場合には不具
合の可能性が示唆される。

環境への興味持続の動機付け

•平年との比較、同じ地域や全国で
のランキングなどを通じて、太陽光
発電によりいっそう興味を持たせ、
導入することのインセンティブを高
める。

低コストでのメンテナンス
を実現

•実地調査を必要最小限
に抑え、コストを削減

差別化されたサービスを
付加価値とした販売促進

•充実したアフターサービ
スにより顧客満足度向上

長期間に渡ってお客様を
訪問する機会が増やせる

•太陽光発電以外の家電
商品などを販売する機
会になり、お客様の囲い
込みができる。

発電量が下がったのは天気が悪いから・・・？
本当に天気のせいなのか？

定期レポートを各ユーザ向けに発行し、答え合わせ
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5-4. CHECK レポートの一例
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6. 従来のシミュレーションとの違い

65地点の日射量観測地点によって得られる
日射量分布。
一番近くの観測地点で代表させるように塗り
つぶしている。
観測地点数が少なく、情報として粗い。

Solar-Meshにより気象衛星ひまわりを解析して得
られる日射量分布。
きめ細かい情報が得られる。
日本国内で147,497地点のデータベース。
中国、台湾、韓国など東アジアもカバー。
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7. SOLAR-MESHの精度
日射量の時間変化
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平均日射量

名古屋の気象観測地点において、実際に測定した日射量と、Solar-Meshによるシミュレーション推定日射量、従来のシミュレー
ションでよく利用されているものの１つ、NEDO全国日射量データを比較したものです。

7日間にわたり、毎時間毎のデータをグラフにしています。各日の正午頃に日射量がピークに達していますが、ピークの大きさは
その日の天候によって変わることがわかります。このような天候の変化による日射量の傾向をSolar-Meshでは上手くシミュレー
ションできています。

一方、NEDO全国日射量データは、過去30年の平均を出したものです。平均化されているため、日々の天気の変化がグラフには
表れてきません。

また、平均日射量を使う場合だと、例えば豊橋や岐阜の地点の日射量も名古屋のデータを代用することになりますが、Solar-
Meshの場合は、その地点でのピンポイントの日射量データを利用することができます。
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ピンポイントの気象状況を反映しています
ので、当然のことながら、Solar-Meshのシ
ミュレーションは正確さに優れています。

年間積算量の精度は、

平均 92% 以上

となっています。
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当社シミュレーション

他社シミュレーション

実測年間発電量

当社シミュレーション 他社シミュレーション 実測値

2005年 2878 2% 2585 -9% 2833

2006年 2523 -2% 2585 1% 2563

2007年 2775 -1% 2585 -8% 2797

2008年 2840 3% 2585 -7% 2767

2009年 2811 6% 2585 -3% 2653

平均 2765.4 2% 2585 -5% 2722.6

ある住宅での実際の太陽光発電の実例とシミュレー
ションを比較したものです。
当社シミュレーションでは2009年を除いて誤差は3%以
内と高い精度でシミュレーションできています。

2009年は、パワコンのトラブルで実測の発電量が下
がっていますが、シミュレーションの精度が悪かったわ
けではありません。



23

800.0 

900.0 

1000.0 

1100.0 

1200.0 

1300.0 

1400.0 

1500.0 

1600.0 

1
9
6
1
年

1
9
6
3
年

1
9
6
5
年

1
9
6
7
年

1
9
6
9
年

1
9
7
1
年

1
9
7
3
年

1
9
7
5
年

1
9
7
7
年

1
9
7
9
年

1
9
8
1
年

1
9
8
3
年

1
9
8
5
年

1
9
8
7
年

1
9
8
9
年

1
9
9
1
年

1
9
9
3
年

1
9
9
5
年

1
9
9
7
年

1
9
9
9
年

2
0
0
1
年

2
0
0
3
年

2
0
0
5
年

2
0
0
7
年

2
0
0
9
年

日
射
量
(
k
W
h
/
㎡
)

年間日射量の経年変化 (気象庁観測)

東京

大阪

福岡

長期的には日射量は増加傾向。
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� 住所、電力会社、電気料金プラン、使用電力量(または電気料金)、導入費用、補助金などを入力します。

8-1. SOLAR-MESHの入力画面
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25� モジュールとパワコンのメーカー、型番、枚数、屋根の方位、傾斜角などを入力します。

� 異なるモジュールメーカーの組み合わせ、多面設置などのシミュレーションも可能です。



� シミュレーション結果はわかりやすいグラフや表で表示します。

� CSVでエクスポートできるので、シミュレーション結果を加工したり、レポートや提案書作成に用いることも簡単です。

� 他のシミュレーションソフトへの入力値として使うこともできます。

8-2.  SOLAR-MESHの出力画面
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27
� 太陽光発電設置前後の電気料金、売電などを計算し、太陽光発電の経済的メリットを数値化しています。



28
� 太陽光発電の費用と、電気料金削減分、売電による経済的ベネフィットから、ファイナンスシミュレーションを行い、
償還グラフを表示します。



� 各社のモジュール、パワーコンディショナーの情報がデータベース化されています。

� 情報収集や製品比較を容易に行うことができます。

8-3. モジュール・パワコン データベース
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8-4. 日射量マップ

� 過去の日射量の分布を地図上に表示でき
ます。

� 場所の移動、拡大、縮小も自在です。


